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●必須　 推奨
脱血回路
●接続部では，脱血回路であることが判断できる手段を有すること．
●患者組織への十分な酸素供給を監視できる手段を有すること．
●補助脱血手段を用いて脱血を行う場合には，回路内圧を監視できる手段を有すること．
	循環血液量の不足を迅速に補うための手段を有すること．

ポンプ回路
●ポンプ出口の回路内圧を監視できる手段を有すること＊43 ．

送血回路
●接続部では，送血回路であることが判断できる手段を有すること．
●気泡や異物を除去できる手段を有すること．
●�気泡や異物を除去できる部品と接続される気泡除去ラインには逆流を防止する手段を有するこ
と．
●送血回路内圧を監視できる手段を有すること．
	患者組織への十分な酸素供給を監視できる手段を有すること．

吸引回路
●接続部では，吸引回路であることが判断できる手段を有すること．
●ポンプを用いてベントを行う場合には，逆流を防止する手段を有すること．

ガスライン
●清潔なチューブを使用すること．
●接続部ではガスラインであることが判断できる手段を有すること．
	ガスラインには異物を除去できる手段を有すること．

付属回路
（1）採血ライン
●送血回路への逆流を防止する手段を有すること．

その他
（1）注意事項
●�陰圧吸引補助脱血を行う場合には，3学会合同陰圧吸引補助脱血体外循環検討委員会の勧告項目
を備えること．
	体外循環開始前に回路内の異物を除去できる手段を有すること．

表3-2　体外循環回路に静脈血貯血槽を有する回路の例


